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令和元年 ５月　２１日
県政記者クラブ　　御中
［  取 材 依 頼  ］　　

	取材項目
	みやざきミルクフェア２０１９

	取材内容
目    的
趣旨など
	1． 内容
　国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）は、６月１日を「世界牛乳の日（World Milk Day）」として創設し、日本でも6月１日を「牛乳の日」とするとともに、6月を「牛乳月間」としました。

　ＪＡ宮崎経済連でも、6月1日の「牛乳の日」にちなんで、毎月1日を「牛乳の日」として、消費拡大運動を展開しています。
　飲料商品が多様化する中、牛乳の消費拡大を図るため、今年度も、6月の「牛乳月間」に併せて牛乳消費拡大・酪農理解醸成イベントを実施します。

　また、6月中にＪＡビル周辺、県内酪農生産者宅並びに乳業関係機関においては通年で、「毎月１日は牛乳の日」等ののぼり旗を掲示します。

２．実施内容
①乳牛オブジェ（ミル子）による乳しぼり体験
　②手作りバター教室・手作りアイスクリーム教室・牛乳を使った料理の試食
　③県産牛乳やポーションを使った牛乳の無料試飲・チーズ食べくらべ
④みやざき犬ダンスショー・ヒムカイザーショー・ミルクふれあいステージなど
⑤みやざき産牛乳のポスターモデル選考写真撮影会

⑥なりきり酪農家写真撮影　
⑦第１５回全日本ホルスタイン共進会カウントダウンセレモニー　等
３．本年の作柄状況
　近年、生乳の生産量は、高齢化や後継者不足、円安・穀物相場等の高騰などの資材高による経営圧迫により離農が進み、年々減少している。
酪農生産者にとっては、取引単価の高い飲用向けの取扱量が増えることが、手取乳価の上昇につながることから、牛乳の消費拡大運動を行い、飲用需要を伸ばすことが永遠の課題である。そのため、飲用牛乳の消費拡大と酪農理解醸成を図ることを目的に実施するものである。

	日    時
	令和元年６月１日（土）・６月２日（日）　　１０：００～１６：００

	場    所
	イオンモール宮崎　２階イオンホール　１階スペースコート・ヒナタテラス

	担当部署
（問合せ先）
	ＪＡ宮崎経済連酪農飼料部酪農課　担当：長嶺
	ＴＥＬ：０９８５（３１）２１２８

	添付資料
	イベントチラシ

	備    考
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ＪＡ宮崎経済連　酪農課








